
健全化判断比率の状況（平成19年度）

資金不足比率の状況（平成19年度）

将
来
の
ま
ち
の
姿
を
描
く
計
画
づ

く
り
が
ス
タ
ー
ト
し
、
４
回
の
策
定

審
議
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

「
新
し
い
総
合
計
画
は
町
民
の
手
で
」

と
方
向
づ
け
ら
れ
た
総
合
計
画
策
定

に
臨
む
基
本
的
事
項
は
、「
ま
ち
は

舞
台
、
主
役
は
町
民
」「
町
民
皆
様

の
想
い
を
形
に
変
え
る
た
め
に
」

「
地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
指
し
、

町
民
一
人
一
人
が
生
き
生
き
と
実
行

す
る
手
づ
く
り
の
計
画
を
つ
く
り
上

げ
る
た
め
に
」
の
３
つ
の
柱
か
ら
な

る
も
の
で
す
。

特
に
、
ど
の
よ
う
な
計
画
も
、
策

定
の
過
程
が
そ
の

性
質
を
決
定
付
け

る
と
い
う
観
点
か

ら
、
総
合
計
画
の

策
定
過
程
そ
れ
自

体
が
自
治
の
試
み

に
な
る
よ
う
、
審

議
会
委
員
と
担
当

職
員
に
よ
る
共
同

作
業
で
、
『
津
別

町
の
将
来
像
』
を

描
き
合
う
部
会
討

議
が
行
な
わ
れ
て

き
ま
し
た
。

９
月
と
10
月
の

２
回
の
審
議
会
で

行
な
わ
れ
た
８
部

会
に
分
れ
た
討
議

は
、
第
１
テ
ー
マ

「
資
源
の
掘
り
起
こ
し
」、
第

２
テ
ー
マ
「
解
決
す
べ
き
課

題
」
、
第
３
テ
ー
マ
「
何
を

望
む
の
か
」
と
い
う
内
容
で
、

こ
の
討
議
の
目
的
は
、
「
ま

ち
の
課
題
と
解
決
方
法
を
議

論
す
る
た
め
の
材
料
」
と

「
ま
ち
づ
く
り
の
理
念
、
め

ざ
す
将
来
像
な
ど
か
ら
な
る

基
本
構
想
の
柱
」
を
絞
り
込

む
た
め
の
も
の
で
す
。

10
月
６
日
に
開
催
さ
れ
た

第
４
回
策
定
審
議
会
で
は
、
前
段
に

11
月
の
部
会
討
議
発
表
の
進
め
に
つ

い
て
確
認
さ
れ
た
後
、
前
回
の
部
会

討
議
に
よ
っ
て
グ
ル
ー
プ
分
け
さ
れ

た
「
資
源
及
び
潜
在
力
」
と
「
解
決

す
べ
き
課
題
」
か
ら
の
「
津
別
町
の

将
来
像
」
に
つ
い
て
と
、「
何
を
望

む
の
か
」
の
小
テ
ー
マ
「
こ
ん
な
ま

ち
に
し
た
い
」、「
こ
ん
な
こ
と
が
で

き
る
」
に
つ
い
て
、
部
会
毎
に
ま
と

め
上
げ
る
討
議
と
作
業
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
８
部
会
と
も
に
、
発
表
者
を

決
定
し
発
表
の
流
れ
に
つ
い
て
確
認

さ
れ
、
部
会
討
議
結
果
の
発
表
の
場

と
な
る
11
月
の
審
議
会
に
臨
む
準
備

が
着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

公
開
開
催
の
策
定
審
議
会
で
す
。

町
民
皆
様
の
多
数
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
こ
れ
か
ら
の
計
画
づ
く
り

の
概
要
な
ど
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
広
報
や
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

総
合
計
画
策
定
審
議
会
事
務
局
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11
月
10
日
開
催
の
第
５
回
総
合
計
画
策
定
審
議
会
は
、

『
津
別
町
の
め
ざ
す
将
来
像
』
な
ど

部
会
討
議
結
果
の
発
表
の
場
と
し
ま
す

日　時：１１月１０日（月）１８時３０分から　　場　所：津別町中央公民館・大ホール

内　容：部会討議結果発表、意見交換及び講評

コーディネーター：松　本　　　収　氏　（策定委員会政策調査員）

（社）北海道地域総合研究所　コミュニティアドバイザー

津別町の平成19年度決算における健全化判断比率および資金不足比率は、いずれも基

準を下回っています。しかし、依然として財政状況は厳しく、町としてもより一層の健

全化に向けた財政運営を行っていくこととしています。

１１月の策定審議会は、次のとおりです。

問い合わせ先

役場　企画財政課企画財政グループ　†７６－２１５１内線２３９

１.実質赤字比率 町の一般会計の赤字の程度を指標化したもの。

２.連結実質赤字比率 町の全ての会計の黒字や赤字を合計して、町全体の会計の赤字の程度を指標化したもの。

３.実質公債費比率 町のその年の借金返済額もしくは借金に準ずるものの支払額を合計して、一般会計の負担

の程度を指標化したもの。

４.将来負担比率 一般会計の借金残高や特別会計等の借入金残高に対する今後の一般会計の負担見込額など

を合計して、将来負担する可能性のある額の大きさを指標化したもの。

５.資金不足比率 公営企業（上水道事業等）の資金不足を、料金収入の規模と比較して指標化したもの。

健全化判断比率の４指標と資金不足比率が表しているもの

津別町の健全化判断比率と資金不足比率

平成19年度決算に基づき算定した健全化判断比率と資金不足比率は下表のとおりで、すべて基準を下回りました。

公表する内容

「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」が公布され、毎年度「健全化判断比率」及び「資金不足比率」を

算定し、監査委員の審査を受け、その意見をつけて議会に報告するとともに、これらの比率を公表することが義

務となりました。

公表する比率は、「健全化判断比率」の「1.実質赤字比率」、「2.連結実質赤字比率」、「3.実質公債費比率」、

「4.将来負担比率」の4つの指標と「5.資金不足比率」です。

平成平成1919年度年度

健全化判断比率及び資金不足比率の公表について健全化判断比率及び資金不足比率の公表について


